
第２章 図形と方程式 １・点と直線

９ ３ 直線の方程式（その１）

（１／８）■ 直線の方程式 ■

１次方程式の表す図形

★知識の整理★

【１】直線の方程式

傾きがｍで，ｙ軸と点(０，ｎ)で交わる直線は，

１次方程式 ｙ＝ｍχ＋ｎ で表される。この直線を，

直線 ｙ＝ｍχ＋ｎ といい，ｙ＝ｍχ＋ｎ を，この

直線の方程式 という。

【２】方程式の表す図形

一般に，χ，ｙについての方程式を満たす点(χ，ｙ)の集合

を 方程式の表す図形 という。

また，その方程式を 図形の方程式 という。

１次方程式 ａχ＋ｂｙ＋ｃ＝０ の表す図形を考えてみよう。

(例１) 方程式 ２χ－３ｙ＋６＝０ の表す図形

２
方程式を変形すると，ｙ＝ χ＋２

３

であるから，

２
点(０，２)を通り，傾き

３

の直線である。

(例２) 方程式 χ－２＝０ の表す図形

方程式を変形すると，χ＝２

であるから，

点(２，０)を通り，ｙ軸に平行

な直線である。

★

一般に，χ，ｙについての１次方程式 ａχ＋ｂｙ＋ｃ＝０ の表す図形は，直線で

ある。この方程式で表される直線を，直線 ａχ＋ｂｙ＋ｃ＝０ という。

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



第２章 図形と方程式 １・点と直線

９ ３ 直線の方程式（その１）

（２／８）■ 直線の方程式 ■

直線の方程式

★知識の整理★

【１】点Ａ(χ１，ｙ１)を通り，傾きｍの直線の方程式

この直線の方程式を，

ｙ＝ｍχ＋ｎ …①

とすると，点Ａ(χ１，ｙ１)を通るから，

ｙ１＝ｍχ１＋ｎ …②

①－②より，ｎを消去して，

ｙ－ｙ１＝ｍ(χ－χ１)

Ì１点と傾きの与えられた直線の方程式

Ａ(χ１，ｙ１)を通り，傾きｍの直線の方程式は，

ｙ－ｙ１＝ｍ(χ－χ１)

【２】２点Ａ(χ１，ｙ１)，Ｂ(χ２，ｙ２)を通る直線の方程式

(1) χ１≠χ２ のとき

ｙ２－ｙ１

直線ＡＢの傾きｍは，ｍ＝
χ２－χ１

で，点Ａ(χ１，ｙ１)を通るから，【１】の結果より，

この直線の方程式は，

ｙ２－ｙ１

ｙ－ｙ１＝ (χ－χ１)
χ２－χ１

(2) χ１＝χ２ のとき

直線ＡＢはｙ軸に平行であるから，

この直線の方程式は， χ＝χ１

Ì２点を通る直線の方程式

異なる２点(χ１，ｙ１)，(χ２，ｙ２)を通る直線の方程式は，

ｙ２－ｙ１

χ１≠χ２ のとき， ｙ－ｙ１＝ (χ－χ１)
χ２－χ１

χ１＝χ２ のとき， χ＝χ１

(例）２点(２，１)，(３，－５)を通る直線の方程式

－５－１
ｙ－１＝ (χ－２)

３－２

すなわち，ｙ＝－６χ＋１３

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。




